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　サギ フ エ 科 M 箋・cl
・
Ol
・hamphosidae の 魚 は宇鰐魚類 中 ，

ヘ コ ア ユ 科 Uentriscidae（＝ Ainphi−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

sllidae ）に最 も近 い 特殊 な形 をした もの で ， 太平洋 ・印度洋 ・大西洋 ・地 中海等の 温帶乃至

熱帶 に分布 し，現在一般 に數種が 認め られ て ゐ るが ，
い つれ も形 態類似し，主 と して 脊鰭大

棘の 長 さ， 鱧高の 多少の 胡 違等 に よつ て 區別 され，種 の 異同 に就て は分類學者間に 異設が 多

い 。本邦滑岸か らは ダイ コ ク サ ギ フ エ 泌 鰐 ρ漁 嘶 甲 協 μs 忽poη 1齠 （G獣 THER ）及び サ ギ フ エ

jL 脚 加 θ JORDAN 　K： SirAllKSの 2 種が 記載 され て ゐ るが，兩 種の 圭 な枳違は，前者 の 方が

後者 よ り醴 高が稍低 く，脊鰭大棘が稍短小 で あ る と い ふ 點 で
， 事實此 2 つ の 型 は見 られ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3）

が ， 中聞型 もあつ て こ の 區別 は 必す しも明燎で ない n 田中茂穂 博士 は こ の 兩種を同
一種 と

考 へ られ て ゐ る。また 甑 ・册 ・・泊 身 も日纏 の 」’勘 漁 ・δ が 歐洲産 の ，蛎 ，。曲 工・w ・

と同種 と老 へ て よい ほ ど相等 しい こ とを記 し て ゐ るが ， 歐洲方面 に は更に 體 高 の 高 い 1 型

3篇 ω lop礁 （LM ）
tA，EUS ）7＞gあつ て ，こ の 兩者の 關係が本邦澹岸の 兩型 の 關係と酷似 し，從つ て

本邦滑岸の もの と歐洲方 面 の もの と が釜 々 類似 して ゐ る こ とが考 へ られ る
。

こ れ らの 點 に就

て は ， 多数 の 個體 に 於ける測定比較が未 だ な され て ゐな い の で ， こ の 兩型 を種内の 變 異の 範

圍内の もの と見做 す べ きか遺傳的 に 別系銃 の もの と見 做すべ きかは現 在 の 處決定 し難鶴 此

類 は一般に 小 さい 未 成魚 で は體高が低 く， 背腹の 外廓 は や や 直線形 に近 く， 脊鰭大棘 も短 い

が ，前 記 の 兩型 が小 さい 時期 まで 匯別 して 追蹤 し得 る もの か ど うか ，現在據 る べ き資料 がな

い 。筆者 もこ こ に 記載 しよ 5 とす る幼期の もの が，果 して こ の 兩型の い つ れ に屬す るか を明

か に 判定すぺ き根據 を見出 し得 な い の で
， 暫 くそ の 點に は觸 れす に ，單 に 此類の 特 異な軆形

の 發達 して ゆ く欺 態及び 威魚と比 較 した幼期の 生態等に就 て 遉 べ る に 止 め る
。

　 こ の 類 の 幼期 に 關 して は ，
EMERY5 ） （1S79 ），　 L ｛iTK｝］NS ） 等の 記載及 び 圖が あ つ て

， 杢 長約

汗

1） 朝鮮總督府水産試験揚業績

2）　内 田 惠太 郎 1933 ヘコ ァ ＝の 幼期．動雜，第 4δ卷 ，
491 − 493頁參照，

3）　TANAKA
，　S・ユ931（）⊥ユ the （1istribudonoi　fi511eさ ill　Japanese　water §．Jourt】．Fa｛；．　ScL　lmP ．　L’Div ，
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了
oL 　lll

，
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，
　A．　i861　Cat−．　F雄he5．　VQI、工II

，
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，
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事

8nini以 後の 體の 概形 の 變化は略知 り得る
。
　Jrts’GE ［｛R．　Ex．’i） は ヘ コ ア ユ 類と サ ギ フ ェ 類 と の 體の

構造 を詳細 に 比較 して ，前者の 體を掩ふ 外甲と 後者の 體の 前部側面背方及 び腹面 に ある大櫃

板 とが ， 個 々 に 相同の もの で ある こ とを述 べ 更に C 〔｝pellhと／gen 博物館所藏の 前記 LtlTKE ．xT

の 記載 した 同 じ材料 に よつ て
，

サ ギ フ エ 類 の 特殊な形をなす鱗 及び 大楯板の 個 k が 、發生學

的 に等 しい もの で あ る こ と を述 べ ， こ の 類の 楯板 が小鱗の 癒合 に よつ て 形成 され る とい 轟・

0 、HERTWIG2 ） （ユ8S1）の 5岩の 誤 を 1Eし，且 こ の 特異な鱗が 硬骨魚 iこ普通 の 櫛鱗 の 變化 した も

の で
， 從前考 へ られて ゐたや うに

， 板饂類 の 楯鱗 （1・］acoid 　 sc ：ales
’）1こ比 せ られ るべ き もの で

は ない こ とを明か に しだ ）
。

　筆者 の 手許に は，10數年前三崎油壺臨海 實驗所附近 で 筆者の探集 した全長 6．9mm の 1 屠

と ， 朝鮮南部近海で 本水産試驗場海 洋調査船鶚丸 の 採集した杢長 5．6− −2壬．Dmm の もの 4 尾 ，

及 Ptそれ以 上の 發育期の もの 若 干の 材料が あ り，此類 の 幼期 に關する從來の知 見に 加ふ るべ

きもの が あ るの で 茲 に報告 する。

幼　期 　の 　記　載

　i） 全 長 5．6mm （第 1 鬪 ／）。體の 職形は魚類 の 普通 の 幼期の 形 と特に 異 らす ， 體高 は後頭

部 の 部分がfik ， 肛 門 は體の 中央 よ i） もや 畷 方 に 開 く．筋肉節は外ラ臆 蜆 難 い （本魚の

脊櫻 數 は L’1）・吻部は や 帳 く，頭 長の 約 30％ 細 め て ゐ るが ， まだ管趺を なさす ， その

背外廓は や 催 み ・前額よ 順 卿 ω ・けて は綏や か に隆起 して ，頭 の 上 クト廓 蚓 伸 し郊 字

形 をな し て ゐ る。 口 は 吻端に あ つ て ，斜 め上 向 きで 小さ い が 形は正常 ， 鼻孔 は なほ單一で 眼

の 直前に あ る。眼は頭部 の 中央に 在 つ て 圓い 。第 1脊鰭は なほ原基 llkで ， その 棘 は仔魚膜鰭

の 中 tc太 い 原基 と して 現れ ， 第 2棘は既 に弛 よ り著 し く大 き い．第 2 脊鰭 の 擔鰭骨帶は體側

筋肉の 背タ嘛 の 外に 廣 く出て
， 約10個の 離 が 數 へ られ，そ の 前 方の もの 1まな ほ形成の 途 中

に ある。臀鰭の 擔鰭骨帶も廣 く體側筋肉の 外 に 露れ．約ユ8個の 鰭條が現れ て ゐ る。脊鰭 及び

臀鰭の 廣V ・擔鰭骨帶は， こ れ らの 鰭 の 運動器官と して の 重要 きを示 す もの と老 へ られ る e 尾

鰭 はなほ形 成の 途 中 に あ り，」二 屈した脊索端 は水半 1こ長 く突出 して ，尾下 骨は現 れ、約 12個

の 鰭條が數へ られ るが ， 尾鰭．ヒ部及び下部 に は徇仔魚鰭膜が廣 く殘 つ て ゐ る。肛門 の 前方に

も少許の 仔魚膜鰭が殘つ て ゐ る田 淘鰡 ま甚 だ短 い 力漑 に鰭enは定數が珮 し（約 1綱 ）謂 蝋 の

原基 も第 1 脊鰭第 2 棘原基の 直下 に 現れ て ゐ る。　　　　　　　　　　　　　
＋ ’

1〕 Jv−xG ・ms … H ・1908　］・lhths ・t・mi ・al 　 cL。・ t・ibuti。 1｝tt・丁・Th ・ st ・
’
utr・u ・e 。f・the　gc… t・・ i蜘 槭 ・

　
・ nd （／

「
ent ｝

’齢 ・D・Kg1・D … k・ Vid・… k・・S・1・k 　Sk・iit・・，7，　R ・・kk・
，
　N ・・t… id・nE’k．。g　M ・・

　 them ．　Afd ．VI，2，
2）　HER ・

rwlG ，0，1881　Uber 　dar，　Havtske！et　der　Figt］）e．工U ．　Morph 〔）1．　Jx ］irbut ：h，　Bd ．　T．
3） JcN．’GERsEN

，
1908 （前 出 ）及 RA じr朋 Ht　II．1929　Edlte 　Fi　t・　che ．　BroHns　Klassen　ulld 　Or（lnunget 】，

　 6・Bd ・
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f

　頭部及び 體面 に は，や S 後方 に 曲 つ た刄 1りこの 顯著な棘状突組が
一面 に發達 して特 殊な外貌

を呈 して ゐ る。頭 部に 於 て は こ の 突起 は數 個 の 顯著な隆起胝の 峯をなす。皀卩，1）吻後部 よ り

後頭部 ま で の 背 中線 の 兩 測に 對の 線 をなす頭部精中脈 ，2）眼窩の 上緻をなす眼 L脈 ，
3）眠

上脹 の 直後 よ り後走する顳額脈 ， の 鼻孔 の 下方に ある 小 さV 眼 前脈 ，
5）眼窩の 下方 頭部腹

縁 近 くを や 」斜 め IC走る眼下脈 ， の 鰓蓋前骨の 外縁 に あ る 鯑蓋前骨脈等が 見 られ る。體の

胸腹部背方に は ， 特 に顯 著な突起が ta　）
’
水 牛 に 並行 して 2 條に 並列 して ゐ る。 こ の 上方 の も

の は成體 の 體側背方 の 楯板列に ，下 方 の もの は體側 の 晒板列 に 相當す る
。 體の 尾部 中央 に は

水 準 に並ぶ顯著な突起列が あ り，
こ の 突起上 に は黒 色胞が著 し く發達 して 特に顯著に 見 られ

る が ，
こ れは 後に淌失 して 成體に は こ の や うな構造 は全 く見 られ な い

。 胸腹部腹面の 兩側に

は鰯 L麺 後 よ ｝）・Er門の 前方 ま で 突起列 揃 り，そ の 前部の 難 駄 き く1 ＊第 暾 方 tc小

さ くな つ ゐ る。 これは 成體の 腹面 IC見 られ る甥 をなす楯板列 に相 當 する 。 なほ腹部精中綜の

雨側に 低 V ・突起 線が走 つ て ゐ るが ，
こ れ は成體の 腹中線上 の 不對構板 列の 左右外縁 に相當す

る もの と思 はれ る．成體に 於て は，こ の 腹脇 辻 の 楯楓 ・ は 中央 に縦 走隆起が あ つ て ・左右

外縁 に 隆起臆 い が ， 仔轍 期 1唹 て は 中央 の 隆起は貼 れ龍 ．」・述の 顯 著な隆起脹乃至

突起 列の ほか に騰 の 最初 の 形成物た るや S 小 さ 、・ 突起 が 髏
一面 に 現壽τて ゐ る の で あ る・

　體の 背方 に は黒色胞が よく發達 して
， 斬鮮 な間は魚類 と して は珍 らしい 紺色を呈 して ゐ る

（長 く固定保存する と褐色 とな る）。 吻部側面 に は ， 鼻孔の 下 縁 よ り吻端 ま で 濃色の 1 線が現

れ て ゐ る が ，
こ れは ヘ コ ア ユ の 幼期 に現れて ゐ る 同所 の 1 線 に 相當す る もの で あ らう

1）。 こ

の 線 はヘ ゴ ア ユ で は成體に も見 られるが ，
サ ギ フ ェ の 場合 に は發育 中に浩失 して

， 成體に は

見 られ ない 。

　ii） 全 艮 6．9mm 。 體の 概形は前時期 とあ ま Jl　vaらない が ， 吻 は稍 延長 して 頭長の 約40 ％

を 占め ， 斜 め の 小 さな 口 は その 先端に あ る の で
， 吻部 は幾分管状 を呈 して ゐ る。頭及び體面

の 隆起脈 ， 棘 状突起 等は 一腫發逹 して ゐ て 著 し丶
’・。第 1 脊鰭の 第 2 棘はなほ原基状で は ある

が ， 毓 に著 し く太 く， その 前 に 1個 ，その 後に 約 5 個 の 棘の 原基が 現れ て ゐ る。第 2 脊鰭 に

は 12個 ， 臀鰭 に は 21個の 鰭條が 現れて 虹 に 定數に達 し ， 擔鰭 骨帶 はなほ廣 く突 出 して ゐ る a

尾下 膏よ り後方 に 突出 して ゐ る脊索端は萎縮 して 細 くな）｝，尾鰭鰭條は鰭膜後縁に ま で 達 し

て ゐ る。

　 iSi） 全 長 8，。m … （第 1 圖 2・，2b）。體高 は高 く頭部 は大 き くな つ て
， 體の 概形 は力吹 り

短 くな つ て ゐ る．吻腹 に 延び て 頭長の 緲 2％ とな り， 鼾 しは 中央がや 」縊れて 雨 な後畍

れ ようと して ゐ る。眼球 の 瞳孔の 上 部 に 1 列の 小鱗の 原基小突起が現 れて ゐ る・第 1 脊鰭第

2 棘は 既 に 太 く，や Σ後方に 曲つ て 突出 し て ゐ る が その 後方 の 棘は 未だ原基厭 を脱 しな

1）　内 田 惠 太郎 1933．（前 出）
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第 1 圓 1
， 全 長 5，6mm ；2fi

， 全 長 8．Onlm ； 2b
， 同前背面圖 ， 色胞 を略す ；

3，A 長 2捕 mm 、　 〔筆 者螯 ，
　 camem 　ltiuida使 用 ）

餌

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

サ ギ 　フ 　 エ 　の 幼 期 649
貞

广

い 。第 2 脊鰭及び臀鰭 は よ く發達 して 外廓圓 く，尾鰭 外廓は なほ原形 で
， 突 攝 して ゐた脊索

端は淌失 して ゐ る．擔鰭骨帶は なほ見 え るが ， そ の 上 に鱗が發達 し始 め て ゐ る。頭部の 隆起脈

の 突起 峯及び體の 楯板 とな る べ き大 突起 は匁脚 て
一

唐發達 して ，其刄 歌突起 の 横 ic
，
　JUNGER −

SENb も既に 記 して ゐ る や うな 側版 が明か に 見 られ る。恐 らくこ の 時期が こ れ らの 突起物 發達

の 相 樹的最盛期 で あ らう。 體 の 尾部 側中線上 の 突起列は甑 に萎縮 し始めてや S 低 くな り， 體

両 の 小鱗とな る ぺ を突起 もや N 小 さくな つ て 後方 に伏 し始め て ゐ る。

　體面に は黒色胞が 著 しく發逹 して
， 體 の 鯛腹面及 び 尾鰭基底の 邊が 淡色の 他，全 體紫紺色

で あ る。鰭 に は 黒色胞 は殆 ど發達せ す，第 ヨ脊鰭基底及 び第 1脊鰭大棘の 基部及び先端近 く

に 少許現れ て ゐ る の み で あ る。

　iv） 全長 1αomm
。 吻は なほ延長 して頭長 の 約 47餐 を占め て ゐ る。頭部 隆起脹及 び 儺の

楯板 と なる ぺ き突起物 は 省著 しい が ，尾部 側 中線上 の 突起列は 既 に 甚だ 萎縮 して周 圍の 小鱗

と遜別 出來す， これ らの 小鱗 の 突赳 も小 さ く且後 方に 伏 して
， 貽面は 次第 に棘質の 外貌 を失

ひ つ S あ る。擔鰭骨帶は既 に鱧側 筋肉下麗 霊れ て 見えな い 。脊鰭 の 大棘は太 く著 し ぐ， その

側面 に は縱溝が 明か に 見 らA
’
Lる が，後縁 は 滑か で 未 だ鋸齒は現れ な い

。

　體 の 色は 前時期 と同 じ く濃紫紺 色。

　 、う 全 長 2＋．Omm 。（第 1 鬪 3）。體の 概形は 凱に 成體 に 似て ，一見 して サ ギ 7 工 類 の 特徴

が 見 られ る。吻は甚だ し く延 長 して 頭長の 約謁 ％ を占 め
， 杢 く管駄 と なる。鼻孔 は前後の 孔

に 分れて ゐ る a 脊鰭大棘は よ く發達 し て後縁に 少許 の 低い 鋸齒が現 れ て ゐ る。頭部 の 隆起脈

は低 く，その 突起 峯 も後方 に伏 して 低 くな り， 體 醐背方 の 楯板飾 ま基板が著 しく廣 くなつ て

突起は甚だ低 く， そ の 機胝 に 小鋸齒が現れ ， 腹面 の 楯板鱗は前後 に 延 長 して突起 も低 く，前

後に 覆瓦踟 τ 相重つ て 楯板 列 を形成 して ゐ る。體の 小鱗の 突起 は 殆 ど全 く體 面 に伏 して
， 外

見上 は 小線状 とな つ て ゐ るが ， 頭部 殊 に 吻側 の もの は著 しく延 長 した 繃繍 伏を呈 し て ゐ る。

眼球 上 に も細棘趺 の 小鱗が 多 く發 達 して ゐ る。各鰭 は 今や 全 く完成 し， 尾鰭後縁は 凹形 を呈

して ゐ る。

第 1 表 記 載 幼 期 測 定 表

記 載番號　 全　長

　 三　 　 　 　 　 5．6

鑑・ 1：lI
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　體面は なほ紫紺色で
， 腹側は グ ア ＝ ン 質の 銀色を呈 し始め て ゐ る。脊鰭大棘前面 は黒 色を

呈す る。

重1工　2　表　 記 載 幼 期 採
・
集 表

記載番號　全長　（n 】 rn ）　　 年　月　 日 場　　　　　　　所　　　　採集水層

iiiiiiiv

、
’

5．66

．98

．O

！O．DOA

．o

1｛　3」
，　 ］

1 　 9

1922
，

工v ， 2

工934，XII ，2

1935
，

］
，

8

1935
，　　13　　9

蔚 崎 燈 臺 束 南 8 浬

三 　 崎 ， 諸　 磯 　 灣

蔚 崎 燈 臺 東 南 1S浬

釜 山 港 Pl， 五 六 島衷 う浬

蔚 崎 燈 臺 東 南 18浬

表層
「’

tltl

∬

採 集 層 の 　 1
水 温 （

°C） …

　 ・6・2　 …
　 − 　 　　2
　 17．5

　 15．6　 　 2
　 15．8

發 育 に 俘 ふ 體 形 の 變 化 の 概 要

　筆者の 手許の 材料及 び既存文獻の 記 す處 を綜 合 して老 へ る に
， e の類 は，仔魚後期の 初期

に は特殊 な體形を示 さない が ， 吻が や X 延長 し始め る頃 （全 長 8− 10mm ）に體高は 一時高

くな り， そ の 後再 び體は次第に 延 ．長 して 來る が，これ に は ， 吻 の 著 しい延長 に拌ふ頭部 の 延

長 と同時に
、 胴の 前部が實際 に延長 して 來る こ とが認め られ る。更に これ と同時に 脊鰭が 後

退 し脊鰭及 び 腹鰭の部分 よ り後方の體部が相封的 に 多少縮 小 して來 る や うに 思はれ る。サ ギ

フ ェ 類 の成體の 骨格 を見 る に
1）

， 脊椎骨の 前部 の 4− 5 個は延 長形 をな し， 之 よ り後方 の 脊椎

骨は や L 前後に壓縮された や うな形 をな して ゐ る
。 また

：

浮鰭鯨部 と脊椎骨 と の 位置 の 關係 を

見 る IC，脊鰭棘部 は正常の 位置 よ りも後方に押 しや られて ゐ るや うな欺態を呈 して ゐ る。骨

　　　　　　　　　　　　格 に見 られ る こ れ らの 異常な从態は ヘ コ ア ユ

’
Mic於て は更 に著 し

　 　 　 　第 3 表

　成長 に 拌ふ 吻長 の 變化　　い 程度に ま で 逹 して ゐ る の で あ る が
，

サ ギ フ エ 類で は これが ta　k・

　　　　　　吻長
x ．100 、

lomm 位の 大 きさ以 後の 稚魚期 に 入 つ て か ら發逹 して 來 る もの と
　全 長 （mm ）
　 　 　 　 　　 頭長．．一

、。

… ． ．一

、，

−

1
思 はれ る・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 u．9

　8．D10
．D24

．04s

．068

，01

α3．〔）

4042475S

＆｝

胆

6s
　 ．一一ミ

　吻 及 び 脊鰭 第 2 棘 は成長す る に 從ひ相對的 に長 さが檜 して ゆ く

が ， その 長 さに は か な りの 範圍の 個軆變異が 見 られ る。吻長の 頭

長 に鍋する相對的 の 變化 の 概要は第 3表 の wa　1で ある。

　體の 背部及 び腹部 の 外廓は ， 未成魚期 に 於て は直線形 に 近 い が

老 成 する に從ひ 圓味 を帶び て 來て
， 從 つ て 軆高も老 成す る に 從ひ

再び高 くなつ て ゆ く。

嶋

工〕　JVA’c・EIISE．N．（前 出 ）
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サ 　　ギ　　フ　　エ 　　¢ 　幼　　剃 6ラ1

生 態

广

　 サ ギ フ ェ 類の 波魚 は本邦漕岸で は普通 手操網等 の 漁獲物 に 混 じて 取れ，50 − 200m 位 の や

や 深 い 泥底の 海 の 底部 に 生活 して ゐ る や 弓で あ るが，歐洲方 面の もの に も同樣の 生 態が知 ら

れ て ゐ るD。　こ の 類の 成魚の 色が 淡紅乃 至淡赤褐色 を して ゐ る こ と も， や 玉 深い 海 の 底部 に

生活 す る こ と 」關聯 して ゐ る もの と思は れ る
v 然 し必 す しも常 に底部 に の み生 活 して ゐ る の

で は な く， 少 くと も未威魚は と き に外洋 の 中暦乃至 表屠 に 游泳 して ゐ る こ と もあ る らしく，

筆者は 嘗て 大正 14年 （1925）2 月 1碗 獄 島北方 の 鳥島近海 で 漁獲 された シ イ ラ 伽 ，卿 ・，、。

hippztru・s の 胃中よ り本魚の 未域魚 （全 長約 40− 70mln ）を得た こ とが あ り， 大西洋方面 で も

と きに
’
大洋で 探集され て ゐ る

！）。iVFR ： R　 ck 　BE．kcl ，o ：｛Tr
’）

は 本魚 を大洋性 の 淨漂魚で ある と記

して ゐ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

　 こ M こ 記載 した全 長 24nnn 以 下 の 幼期 の もの は總て 表 層か ら得 られたが，幼期 の 體色が

成魚と全 く異 る紫緋色を呈 して ゐ る こ とは ，幼期に は普通 に外洋 の 表居 に 生活 して ゐ る もの

で ある こ と を示 して ゐ る と思 は れ る。そ して 域長す る に從 つ て 亥第 に 下 居に移 り， 成魚は普

通 海底に 生活 する もの で あ らう。外洋で綵集 され て ゐ るの は幼期若し くは未成魚の み の や う

で あ る nFr ．
　．t　Nzt ） も記 し て ゐ る や う トこ ，未域魚で は 背面 に 黒色胞 がか な b見 られ 、 且 つ 體面

の 大部分は銀 白色で あ る。 これは幼期の 色彩の 殘 りと思はれ る。生態的 に も幼期 よ り成魚期

に移 る途 中で ，外洋の 表居乃至 中層 に 生活 して ゐ る こ とが 屡ある の セは あ る St　Lnか。
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